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１．はじめに  

 

 国土交通省国土技術政策総合研究所では，道路管理

者が地域間，道路管理者間，さらには道路管理者以外

との間で ITS や道路情報システムを効率的に展開する

ため通信方式や情報定義などの標準を規定し，道路通

信標準として普及促進を図っている． 
このたび、この道路通信標準を用いて，全国の交通

量，気象情報等を集約し，道路管理に必要な情報を共

有し，道路管理業務に活用する目的で「道路管理系情

報利活用システム」を構築した． 
本稿では，一元的に集約された全国の道路管理系情

報を行政マネジメントへ活用するため，道路管理業務

の現場で必要な指標の検討ならびに，これらの指標を

提供する道路管理系情報利活用システムの検討を紹介

する． 
 

２．道路通信標準とは 

 

通常，情報システム間で情報交換を行う場合には，

拡張性に配慮したシステム整備および互換性，接続性

を確保することが不可欠である． 
しかし，現状の道路管理用の情報システムでは，通

信方式や情報定義の違い等から整合を図るのに多大な

時間とコストを要し，また同じ機能を有する機器にお

いても通信仕様が異なるため，機器の代替性が確保さ

れないといった問題を有していた（図－１）． 
このため情報システム毎の通信方式と，情報解釈機

能の整合を図り，双方で実現可能な通信方法と解釈機
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（a）システム毎に異なる仕様，方式を適用している場合 

道路通信標準道路通信標準

 
（b）共通の仕様，方式を適用している場合 

図－１ 情報システム間の情報交換イメージ 
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能から最良な方法について検討を行い、道路通信標準

として策定を行った．道路通信標準は，平成１１年よ

り検討を開始し，システムの「相互接続性」，データ

や情報の「相互運用性」および機器などの「互換性」

の向上を目的として策定を行い，データディクショナ

リ標準，メッセージセット標準，プロトコル標準を規

定している（図－２）．  

 

 
データディクショナリ標準とは，道路情報システムで交

換されるデータの定義と使用方法を一意に規定した辞書

である．またメッセージセット標準とは，システム間で交換

される情報の集合体を規定したものである． 

これにより，システム間で交換される情報の解釈を誤り

なく行えることを保障し，信頼性の高いサービス実現を促

進することが可能となる． 
プロトコル標準とは，情報を交換する装置間で実際にや

り取りされるメッセージを転送するための伝送制御手順を

規定したものである．  

 

３．道路管理情報の共有 

 

これまで，国土交通省の地方整備局では，組織ごとに

障害事象発生に対して局所的に対応していることがほとん

どであり，各種情報システムは現場の国道事務所で個別

に整備されており情報連携の汎用性がなかった．また，他

管理者の情報が必要な際には，電話やFAXが主体であり，

正確かつリアルタイムな情報交換が困難な状況であった． 

 そこで，国土交通省で情報を集約することで，広域的な

情報把握の実現や道路管理者間の問い合わせ・連絡の

省力化を目的に，道路管理に関する情報交換をリアルタ

イムで行える全国的な実運用システムとして道路管理情

報共有システムの整備を行った（図－３）．整備にあたっ

ては，道路通信標準を用いることにより効果的で効率的な

システム構築を実現した． 
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  図－３ 道路管理情報共有システムの構成 

  

４．道路管理情報の利活用 

 

 道路管理情報共有システムにより全国からリアルタイム

で集約した交通量，規制情報，渋滞情報，気象情報など

を有効利用し，基礎統計資料作成，行政マネジメントや

道路管理での活用に資することを目的として道路管理

系情報利活用システムの検討を行った． 

 

（１）指標検討経緯 

検討にあたって，現場での意見を反映するために，全

国の地方整備局および国道事務所に対して，道路管理

系情報のさまざまな利活用事例，道路管理情報共有シス

テムの集約データから生成する指標に関するニーズ，リア

ルタイム情報を活用する情報システムの構成等について，

アンケート調査により収集・整理を行った． 

調査結果を基に，特に有益な利活用事例等が紹介さ

れた国道事務所については，ヒアリングによりさらに詳細な

調査を行った．ヒアリングでは，情報システムを構築した経

緯，収集または提供している情報項目とその定義，情報

提供の対象が誰なのか，システムを導入したことにより，ど

のような業務がどの程度効率化・高度化されているか等,

現場での問題意識,道路管理上の課題の抽出を行った． 

それらの結果から，管轄のデータのみならず他機関の

データや指標を閲覧して当該事務所と比較することができ

れば，現状での課題把握に有効であることがわかった． 

 また，交通量，規制情報，渋滞情報，気象情報などに関

図－２ 道路通信標準の構成 
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するデータの時系列化や，複数指標を組み合わせること

による新たな指標の生成も有効であると考えられる．  

 

（２）指標の生成，検討 

道路管理情報共有システムで集約している交通量，規

制情報，渋滞情報，気象情報などをもとに，基礎統計資料

の自動作成，道路行政マネジメントや現場での道路管理

への活用の視点から表-１に示すとおり，「基礎統計」，

「異常気象時通行規制区間管理における情報の活用」，

「路上工事実施における情報の活用」，「業務評価・モニタ

リングのための情報の活用」の分野について検討を行った．

現状では，表-１の機能欄に示す１）～１１）の指標表示が

可能である． 

以下にそれらの指標表示機能を検討した結果について

報告する. 

 

ａ）基礎統計資料作成の自動生成 

 全国一律の集約統計処理により，道路計画および管理上

有用であると考えられる基礎統計資料を自動作成すること

を目的とする. 

基礎データを容易に入手するために，期間や箇所を指

定して過去のデータを含めて経年的変化の把握ができるよ

う基礎データ一括ダウンロード機能を作成した．また，デー

タ形式については,加工できる形で抽出できるようにしてい

る． 

 

ｂ）道路行政マネジメントや現場での道路管理への活用 

 異常気象時通行規制区間管理における情報の活用の視

点からは，現場における気象状況と通行規制実施の実体把

握の支援を目的とし，「雨量基礎データ表示機能」，「雨量と

通行規制の実績比較（リアルタイム）表示機能」，過去の通

行規制時おける雨量状況を提供する「雨量と通行規制の実

績比較（実績比較）表示機能」，指定した通行規制の前後

の時間帯における雨量，交通量等を提供する「通行障害発

生の実態（規制前後状況）表示機能」，「通行障害発生の実

態（原因別規制時間）表示機能」を作成した． 
路上工事実施における情報の活用の視点からは，路上

工事実施の判断支援，ならびに維持管理費の縮減，路上

工事時間の短縮に伴う渋滞対策を目的として，工事種別，

規制種別ごとの路上工事時間を提供する「基礎データ表

示機能」，同一工事における「工事多頻度箇所表示機能」

を作成した． 

業務評価・モニタリングのための情報の活用の視点から

は，道路行政マネジメントにおいて必要となるアウトカム指

標を自動生成し発信することを目的として，適切な渋滞対

策を行うための「平均旅行速度表示機能」，お盆や正月な

どのラッシュ時の状況を提供する「特定日旅行速度表示

機能」，指定した期間・規制原因における「最大通行止

め時間表示機能」を作成した． 

         表-１ 参照可能な指標一覧 

         

（３）道路管理系情報利活用システム構成 

システム設計にあたっては，道路管理情報共有システ

ムから定期的に交通量，規制情報，渋滞情報，気象情報

などを収集し．前項で検討した指標をリアルタイムで自動

生成するシステム構成とした． 

一部の機能がダウンしても，システムとして完全に機能

停止しないために，また，サーバ機器の負荷分散のため

に４台のサーバ群から構成する（図-４）． 

通行止め実施の実績を把握するために、指
定した地域、期間における規制原因別路線
別の通行止め時間の一覧表示を行う。

11)最大通行止め
時間表示機能

適切な渋滞対策を行うために、指定した路線、
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図－４ 道路管理系情報利活用システムの構成 

 

道路通信標準通信サーバは，道路管理情報共有シス

テムと接続し，定期的に道路管理データを収集する．接続

には，道路通信標準を利用している． 

基本データベースサーバは，道路通信標準通信サー

バが収集した道路管理データの生データを，データベー

スとして一定期間蓄積する． 

指標蓄積データベースサーバは，基本データベースサ

ーバに蓄積されたデータをもとに，指標をリアルタイムで算

出する． 

Ｗｅｂアプリケーションサーバは，算出された指標を利用

者の端末からＷｅｂブラウザで表示する． 

 

（４）システムの特徴 

本システムの特徴は以下のとおりとする（図-５）．  

○国土交通省の専用線防災ネットで接続可能であり，専

用ＰＣなら全国どこからでも閲覧できる．  

○道路管理者の判断を支援するために，一定の条件（連

続雨量が規定値を超える）に達した際にアラート表示で

きる． 

○一部の指標は，グラフ形式によるデータ表示できる． 

○参照した指標は， CSV 形式でのファイル出力および印

刷ができる． 

○日常の定型的な道路管理業務に対応し，毎日または頻

繁に参照する指標およびその検索条件を「お気に入り」

に登録することができる．「お気に入り」に登録しておくこ

とにより，簡易な操作で必要な指標を参照することがで

きる． 

 

５．まとめ 

 

現在，道路管理情報共有システムで収集している情報

項目は，交通量，規制情報，渋滞情報，気象情報などに

限定されており，本研究では，その制約の中で指標を検

討し，道路管理系情報利活用システムを検討した．今後，

新たな情報項目が追加されることにより，更に新たな指標

を生成し活用することが可能と考えている． 

 本研究で，構築したシステムは，試行的なものであり，

今後，地方整備局および国道事務所の職員から，指標の

活用可能性，インターフェースの使いやすさ，システム応

答の実用性等について利用上の評価をもらい，評価結果

に基づいた改善の必要性および改善方法について検討

する予定である． 

 また，道路管理系情報利活用システムは，オープンソー

スで構築しており，地方整備局および国道事務所へ配布

することが可能であり，現場のニーズに応じて改良を加え

広く活用されることを期待している. 
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図－５ システム概要 
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